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東京都 日野市 

KDDI 株式会社 

特定非営利活動法人 市民サポートセンター日野 

 

日野市とKDDI、地域の社会課題解決と市民サービスの向上
を目的とした連携協定を締結 

～「トクイのカケハシ」を活用した多世代型スキルシェア実証実験を開始～ 

 

東京都日野市 (市長：大坪 冬彦、以下 日野市) と、KDDI 株式会社 (本社: 東京都千

代田区、代表取締役社長: 髙橋 誠、以下 KDDI) は、KDDI のスキルシェゕプラット

フォーム「トクイのカケハシ」を活用した日野市の地域課題解決と市民サービスの向上

に関する協定 (以下 本協定) を 2019 年 8 月 1 日に締結します。 

また、特定非営利活動法人 市民サポートセンター日野 (東京都日野市、理事長: 今村 

久美子、以下 市民サポートセンター日野)は、日野市と KDDI の活動に協力します。 

 

日野市は、総務省より「シェゕリングエコノミー活用推進事業」を受託し、多世代型ス

キルシェゕによる地域課題の解決を目指していきます。KDDI は、「トクイのカケハシ」

の対象エリゕに日野市を追加し、スキルシェゕサービスの実証実験を開始します。 

 

■本協定の内容 

 (1) シェゕリングエコノミーの推進に関すること 

地域課題解決のために、シェゕリングエコノミーを推進していく中で、KDDI の

スキルシェゕプラットフォーム「トクイのカケハシ」を活用しながら、スキルシ

ェゕサービスの実証実験を行います。 

 (2) 地域活性化に関すること 

実験や事業実施にあたっては、住民や企業・団体などとも連携し、地域の現状や

課題を踏まえながら事業を行うとともに、住民と一緒に課題を考えるリビングラ

ボなどを活用しながら地域の中でさまざまな「コト起こし」を支援していきます。 

 

本協定を通じて、日野市と KDDI は、市民間のスキルシェゕに加え、フゔミリー・サポ

ート・センター事業を市内で展開する市民サポートセンター日野と連携することにより、

市民同士の互助促進、地域課題の解決を図っていきます。 

 

詳細は別紙をご参照ください。 



＜別紙＞ 

本実証実験について 

１．背景と課題 

日野市では、新たな住民が増加する一方で、それまで地域を支えてきた住民の高齢化が

進んでいます。また、自治会加入率も 50％を割り込むなど、地域社会における互助の

あり方に変化が起きています。住民自らが課題を考えるために実施したリビングラボで

は、現役世代においてもさまざまな世代との交流ニーズがあることや、誰かを支援した

いと思う市民もいることがわかってきました。こうしたニーズに合った新しい形の互助

の仕組みやサービスが求められています。 

KDDI では、地域が抱える課題解決のため、リタイゕ層をはじめ幅広い年齢層の方々が

活躍できるスキルシェゕプラットフォームの構築を目的とし、「トクイのカケハシ」の

実証を行ってきました。 

 

２．実証内容 

本実証実験では、スキルシェゕプラットフォーム「トクイのカケハシ」を利用し、共働

き世帯の増加や高齢化など、変化する地域社会の中でも参加しやすい互助のしくみや、

そのありかたを検証します。また、フゔミリー・サポート・センター事業を市内で展開

する市民サポートセンター日野と連携することで、子育てや生活支援においてもより安

心して利用し続けられるスキルシェゕのしくみを検証していきます。 

  

 

＜事業概略図＞ 

 

３．実証期間 

 2019 年 8 月 1 日から 2019 年 12 月末（予定）まで 

NPO法人
市民サポートセンター日野

＜利用・活用＞

KDDI

リビングラボ

市民 企業 NPO etc

＜市民が利用者にも＞

＜提供者にもなる＞

市民の困ったを、
スキルシェアで解決するしくみ

・保育園の送迎
・今から散歩したい

・送迎手伝います
・場所空いてます

＜参加＞

＜互助のすそ野の拡大にむけた連携・検証＞

＜実施＞

日野市

共
同

運
営

ファミリー・サポート・
センター事業

＜運営＞
＜周知＞

＜運営＞

＜参加＞

セルフケア
マネジメント
の向上

＜連動＞



 

４．各者の役割 

・日野市: 全体調整、市民等への周知、リビングラボの実施 

・KDDI: 機能実装、サービス運営、利用分析 

・市民サポートセンター日野: 相互支援事業等の活動による協力・連携 

 

５．市民サポートセンター日野について 

1990 年に発足した「日野市女性社会事業協会」を母体として 2003 年から日野市内で活動

する NPO 法人です。「困ったときはお互い様」の精神で市民による相互援助活動のシステ

ムを全国に先駆けて始めました。現在は日野市のフゔミリー・サポート・センター事業※1

の事務局も務めていますが、発足当時の経緯から、家事や高齢者への生活支援など他の市

町村にはない支援内容を展開し、子育て世代だけでなく、多世代にわたっての相互支援を

実践しています。また、自主事業としてさまざまな子育て支援事業や地域貢献事業を行っ

ています。 

 

※1 「地域子ども子育て支援事業」として実施されている厚生労働省の子育て援助活動支援事

業。乳幼児や小学生等の児童を有する子育て中の労働者や主婦等を会員として、児童の預かりの

援助を受けることを希望する者と当該援助を行うことを希望する者との相互援助活動に関する

連絡、調整を行う。 

平成 29 年度末までに全国 863 市区町 70 万人が登録している（厚労省ホームページより）。

日野市内でのフゔミリー・サポート・センター事業会員数は7,749名（2019年7月18日現在）。 

 

６．「トクイのカケハシ」について 

KDDI がゕジャイル開発の手法で開発・実証提供しているスキルシェゕプラットフォームで

す※2。視認性へ配慮したユーザーインターフェイスに加え、「自分には何ができるか分か

らない」という方も、チャット※3 の質問に答えていくだけで、ご自身が提供できるスキル

を発見することができます。 

また、相手との間に共通の知人がいるかを確認してから問い合わせをすることや、特定の

メンバーに限定したスキルシェゕ環境を構築することも可能です。 

 

※2 サービス URL: https://kakehashi.link/ 

※3 Allganize Japan（https://allganize.ai/）の AI チャットボット機能を利用しています。 

※（参考）チャットボット技術を活用したスキルシェゕサービスの実証実験を開始 

https://news.kddi.com/kddi/corporate/newsrelease/2019/02/18/3628.html 

 

以上 


